
●10

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
い
る
間
に
初
診
日

（
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
、
初
め
て

医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
で
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
障
害
等
級
表

（
１
級

・
２
級
）
に
よ
る

障
害
の
状
態
に
あ
る
間
は
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
終
了

し
た
方
で
も
、　

歳
以
上
　
歳
未
満
の
間

６０

６５

に
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
初
診
日
が
あ
れ
ば
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
障
害
基
礎
年
金
の
年
額
は
、
１
級
が
９

８
６
、
１
０
０
円
、
２
級
が
７
８
８
、
９

０
０
円
で
す
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
公
的

年
金
の
加
入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期

間
に
つ
い
て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と

（「
３
分
の
２
要
件
」

と
言
い
ま
す
）
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の

「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な

く
と
も
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
１
年
間
の
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
れ
ば
良
い
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
（「
特
例
要
件
」
と
言
い
ま
す
）

　
な
お
、
前
記
の

「
３
分
の
２
要
件
」
「
特

例
要
件
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
初
診

日
の
前
日
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
初
診

日
の
後
に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て
も
、

資
格
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

裁
定
請
求
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
窓
口
は
役
場
と
な
っ
て
お
り
、
障

害
基
礎
年
金
を
支
給
す
る
か
否
か
の
審
査

は
年
金
事
務
所
で
行
わ
れ
ま
す
。
裁
定
請

求
を
行
う
に
は
、
医
師
が
記
載
す
る
書
類

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
町
民
生
活
課

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
緯
　

・
２
１
１
２

４７

　
北
海
道
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

（
北
海
道
ペ
ッ
ト
条
例
）
で
は
動

物
を
正
し
く
飼
う
こ
と
や
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
飼
主
の
責
任
が
明
確
に
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

《周
辺
環
境
の
保
全
》

　
北
海
道
ペ
ッ
ト
条
例
に
お
い
て
は

「
ふ

ん
、
毛
又
は
羽
毛
等
の
汚
物
を
適
正
に
処

理
す
る
」
こ
と
が
飼
主
の
責
任
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
市
街
地
に
お
い
て
犬
の
ふ

の
放
置
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。
犬
の
ふ

ん
の
処
理
は
飼
主
の
義
務
で
す
の
で
、
必

ず
後
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。

《罰
則

（動
物
愛
護
法
）》

　
み
だ
り
に
愛
護
動
物
を
殺
傷
し
た
者
に

は
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
が
、
ま
た
、
み
だ
り
に
愛
護

動
物
を
虐
待
し
、
ま
た
は
遺
棄
し
た
者
に

は
、　

万
円
以
下
の
罰
金
等
が
科
せ
ら
れ

３０

ま
す
。

《飼
主
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル
》

①
ペ
ッ
ト
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
こ
と
。

②
公
園
、
道
路
な
ど
の
公
共
の
場
所
や
人

の
土
地
な
ど
を
汚
物
で
汚
し
た
り
し
な
い

こ
と
。

③
適
正
な
繁
殖
制
限
を
す
る
こ
と
。

《犬
、
猫
の
引
取
り
》

　
犬
や
猫
を
飼
え
な
く
な
っ
た
時
は
、
き

ち
ん
と
飼
え
る
人
に
譲
る
よ
う
努
め
、
そ

れ
が
出
来
な
い
場
合
は
、
静
内
保
健
所
に

引
取
り
を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
冠
町
で
管
理
し
て
い
ま
す
新
冠
共
同

墓
地
に
つ
い
て
、
現
在
空
き
区
画
が
あ
り
、

町
で
は
１
年
以
内
に
お
墓
を
建
立
す
る
方

で
新
冠
町
に
住
所
を
有
す
る
方
に
随
時
墓

地
使
用
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

産
新
冠
共
同
墓
地

（字
西
泊
津
）

　
　
　
　
　
区
画
６
㎡
　
使
用
料
２
万
円

１４

●
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
�
緯
　

・
２
１
１
２

４７

ペ
ッ
ト
は
正
し
い
飼
育
を
！

犬
、
猫
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

 ご
存
知
で
す
か
？
   障
害
基
礎
年
金
！

  国
民
年
金
だ
よ
り

  環
境
衛
生
だ
よ
り

保
険
料
納
付
要
件

裁
定
請
求
の
手
続
き

新
冠
共
同
墓
地
の
公
募
に
つ
い
て

●11

◇ぼ くは、バイクの

免許を取ることが夢

です。理由は、バイ

クで日本を旅して、

カントリーサインを

全部みたいです。

清水　大地

◇ぼくの将来の夢は、

漁師になることです。

珍しい魚や大きな魚

をたくさんとって、

刺身にして食べたい

です。

　　　　 清水　竜也

◇私の将来の夢は、

特に決まってないけ

ど、まんが家か、盲導

犬の訓練士になって、

人の役に立ちたいで

す。

 竹内　菜実

◇私は、動物が好き

なので、動物の飼育

をやりたいです。大

きな動物を育ててみ

たいです。

 坂元　渚

ぼくとわたしぼくとわたしのの

夢夢

朝日小学校6年生です

新
た
な
担
い
手
対
策

農
業
支
援
員
に
委
嘱
状
を
交
付

　
6
月
1
日
、
町
長
室
に
お
い
て
、
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊

（
農
業
支
援
員
）」
に
採
用
さ
れ

た
3
人
に
対
し
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
新
冠
町
に
お
い
て
、

農
業
労
働
力
の
補
完
、
地
域
の
活
性
化
や
産

業
振
興
等
を
図
る
た
め
、
都
市
部
の
若
者
を

対
象
に
町
が
募
集
し
、
国
の
制
度
を
活
用
し

採
用
し
た
も
の
で
す
。

　
採
用
さ
れ
た
３
人
は
、
旧
太
陽
小
学
校
の

教
員
住
宅
に
居
住
し
、
そ
菜
、
酪
農
や
肉
用
牛

農
家
で
研
修
を
受
け
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を

学
び
、
将
来
地

域
農
業
の
担
い

手

と

し

て
自

立

・
定
住
を
目

指
し
て
い
き
ま

す
。
（
写
真
は
町

長
か
ら
委
嘱
状

を
受
け
た
左
か

ら
、
立
桶
さ
ん
、

幕
田

さ
ん
、
白

戸
さ
ん
で
す
。）


